




























撃安知とその家臣団の氏素性を探る

を継承した民族集団を呼ぶ名称である｡また言語学によれば､このアランなる呼称は､本来アー

リア人を意味するものであるといわれる｡往古のアラン族は､カフカズ山系の北麓から北方へ

連なるコーカサスの大平原地帯 (彼らは､この地を自らの民族名に因んでアイリヤーナと呼び

習わしていたと伝えられる)SSを自らの勢力版図としたイラン系の種族集団であったことで知

られる｡その頃の彼らは､天蓋を施した牛車に家財道具の一切を積み込み､それに寝泊りしな

がら､牛や羊の群れを追って生計を営む､典型的な遊牧の民であった｡彼らは乳製品や家畜の

肉を常食としたが､必要に応じて猟犬を解き放って猪狩りを行い､その肉は食用に､骨は道具

や装身具に､脂は灯明などに用いた｡彼らが猟犬を放って行った猪狩りの手法は､後に彼らの

一部が西方へ移動したことに伴い､新天地のヨーロッパにも移植された56.ユーラシア大陸の

ステップ地帯で進化を遂げた馬は､騎馬文化の担い手として名を馳せたアラン族にとって格別

な存在であった｡アランの男たちは､幼少の頃から､馬の背で暮らすことを常とし､乗馬によ

らずして地面を歩き回る人々を蔑み､かつ忌み嫌った｡

下に紹介する人物像は､かかるアラン族の自画像を今に伝えるものとして注目される57｡そ

の大腿部が極端に湾曲した形に描かれているこの自画像は､上に述べた乗

馬の風習を証左する貴重なものである｡この体格上の特徴は､常々人馬一

体の生活を営む人々に見られるもので､今日ではアルゼンチンのガウチョ

(馬に乗って牛や羊の放牧に携わる牧童)たちの体格に同様の特徴が見ら

れる｡アラン族の集団内では､ユーラシア大陸の主たる遊牧民の例にもれ

ず､一夫多妻が行われ､集団の統率者を選ぶにあたっては世葬制によらず､

合議の上､仲間の中から統率力の資質に恵まれた人物が選出された｡彼ら

は奴隷制を認めず､彼らに臣従を誓った民は､養子縁組の儀式を経て迎え

入れられ､分け隔てのない扱いを受けた｡宗教は独特の祖先崇拝により､

戦場で勇敢に戦って潔い死を遂げた同胞の霊魂を奉り､それを崇拝した｡彼らは､屠殺した動

物を祖先の霊に奉げて祖先崇拝を行ったとされるが､その儀式の

L 有様は極めて原始的なものであったと伝えられる油.

その一方で､アラン族には軍神を奉る風習もあった｡宿営地の

中央には､彼らが軍神の化身と見なした刀剣を地面に突き立てて

畏敬の対象とした｡左の写真史料は､北オセチア･アラニア共和

国59で発掘された11世紀の遺物を紹介したものである60.紹介者

の石黒寛によれば､被写体の人物像は､その前頭部にかつてアラ

ン族に愛好された馬首の額飾りを纏っているという.この馬首の

額飾りは､スキタイ･サルマタイ文化を継承したアラン族ならで

はの精神文化を表象する装身具の事例として注目される｡またこ

の人物像の片側に見えているすんなりとした容姿の刀剣は､彼の世に知られたアラン刀である｡

このサーベルタイプのアラン刀に関しては､ローマ帝国の軍団内に東方出自の騎馬部族の影響

を受けて騎兵部隊が創設された際､軽騎兵装備の一つとして採用された経緯がある61.ところ

で､古代のコ-カサス平原のイラン系遊牧民と地中海世界との結びつきは､つとにギリシャ人

が地中海西方地域及び黒海北辺地域に進出して殖民都市を建設したことに端を発する｡かかる

植民活動の結果､黒海北辺に位置するクリミア半島周辺には､数々のギリシャ人入植地が誕生
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し､その後両地域は､とりわけアゾフ海の豊かな海産物を扱う交易などを媒体として､文化的

にも緊密な関係を醸成することになる｡紀元前期の7世紀から3世紀にかけて､コ-カサス一

帯を勢力版図としたスキタイ族がギリシャ世界と接触することになるのは､この時代のことで

ある｡この両者の関係は､ギリシャ神話が断片的に中央アジアの諸民族に伝播する契機ともなっ

た｡

2)アラン族と西方世界

西暦370年代の前期に､コ-カサスのアラン族は､自らの行く末を左右する重大な事件に巻

き込まれる｡それは､東方出自のフン族が大挙してコーカサス平原に侵入してきたことに端を

発する｡アラン族とフン族は､遊牧版図の利権をめぐって鋭く対立し､両者の間では幾度とな

く俄烈な争いが繰り返される｡やがて両者の抗争はフン族の勝利に終わり､敗者となったアラ

ン族はコ-カサスからの退避を余儀なくされる｡彼らの一部は西方-､他の一部はカフカズ山

系の山懐に安住の地を求め､自らの延命を模索する｡

西方への移動を余儀なくされたアランの集団は､後にローマ帝国の北方に暮らすゲルマン諸

族と複雑な関係を保ちながら､南方のローマ世界と渡り合うことになる｡西暦4世紀といえば､

ローマ世界では､コンスタンチヌス帝 (在位288-337年)がキリスト教を公的に受け入れ､

′トアジアのニケアで招集された宗教者会議 (西暦325年)においては､コルドバ出身の宗教指

導者オシオが三位一体説を主張してアレキサンドリアのアリオの神学を論破するといった､宗

教をめぐる重要な事柄が成就し､決着をみた時代でもあった｡また政治の世界では,テオドシ

ウス帝 (在位379-395年)の治世以後,ローマ世界は二極化の局面を迎えることになる｡そ

れは､この皇帝が退位するに及んで､二人の息子に帝位を継承させたことによる｡その結果､

西のローマ世界ではオノリウス (在位395-423年)が､東のローマ世界ではアルカデイウス

(在位395-408年)がそれぞれ皇帝の座に就くO西暦370年代の初期にフン族の圧迫に抗しき

れずに西進を余儀なくされたアラン族が遭遇したローマ世界というものは,おおむねかかる様

相を呈していた｡

4世紀末期ならびに5世紀初頭の諸事を伝えるローマ史には､ローマ帝国の行く末を左右し

た重大な事件や局面において､アラン族が深く関与した事柄が記されている｡西暦378年､皇

帝バレンテ (在位364-378年)が率いたローマ軍は､対立関係にあった北方民族の制圧に乗

り出す｡その戦役においてローマ軍は､騎馬戦に長けた西ゴート族とアラン族の混成軍団に打

ち負かされてしまう62｡この事件は､コーカサスを後にしたアラン族の集団が､数年後には､

すでにゲルマン系の西ゴート族と友好関係を構築するに至っていたことを知らしめるものであ

る｡この西ゴート族とアラン族の混成集団は､その後も数十年に渡り行動を共にし､両者の緊

密な関係は､前者の頭領アタウルフオが､この混成集団を率いて南仏に到達する414年頃まで

続く｡南仏に到達した後のアラン族は､西ゴート族と裸を分かち､ローマ側の勢力版図に留ま

ることを選択する｡バクラクの研究によれば､南仏のソルボンヌやトールーズの近郊には､中

世の初期に至るまで､彼の地に定住を果たしたアラン族の名を冠したアランシアヌス､アレ二ヤ､

アロス､アライネ､アラン､アランスといった地名が存在したといわれる630

-万､イタリア北部のミラノ､ベロナ､パドバからアルプスに通じる峠道の周辺にも､前述

の南仏の事例と同様に､中世の初期に至るまで､アラン族の足跡を伝えるアライン､アレニヤ､
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アラニヤ､アレニヨ､アラノ ･デイ･ピアヴオといった地名が存在したことが知られている640

これらの地名の由来については､5世紀の初期にオノリウス帝治世下の西ローマ帝国に仕えて

武勇を馳せたアラン騎馬先鋒隊との関係が指摘されている65.西暦410年､ローマ帝国揺藍の

地ローマは､アラリッコ率いる西ゴー ト族の攻撃を受けて壊滅的な打撃を被 り､興廃する｡ア

ラリッコの軍勢は､それに先駆けること401年と405年にも西ローマ帝国に侵入して略奪行為

を働く｡この不測の事態に臨み､西ローマ帝国軍の総大将ステイリコ (バングル族出身)は､

配下のアラン族に先鋒隊を担わせ､侵略者に対して追討作戟を展開する｡前線において追討軍

を指揮したのは､サウルと名乗るアランの武人であった｡サウル指揮下のアラン騎馬先鋒部隊

は､命を投げ打って善戦し､西ローマ帝国を国難から救う｡指揮官サウルは､405年のベロナ

近郊での戦闘で戦死 したと伝えられる66｡

さて西方へ移動したアラン族の中には､終始一貫してローマ帝国に服属することを拒否 し続

けた集団もあった｡パンノこア平原においてパンダル族と同盟関係を結んだアランの集団がそ

れである｡両者は､その後混成集団を形成して西進し､ローマ帝国の辺境地帯に姿を現す｡ス

テイリコは､軍隊を派遣してこの集団の動向に晩みを利かせ､一度は彼らをライン川の向こう

岸へ追いやる｡406年､彼らは新たに南進を開始し､厳冬期に氷結したライン川を越えて帝国

内に再度侵入する｡同年､彼らはフランコ族の襲撃を受けて壊滅の危機にさらされるが､危機

一髪のところで支援に駆けつけたレスペンデイアルとそのアラン騎馬部隊に放出される｡南仏

のローマ軍団の指揮官らは､新参のパンダル .アランの混成集団に対 してローマへの服属を促

す｡この計らいに対して､ローマへの服属の意思を表明したのはゴアルー派のアラン人たちだ

けに留まった｡

翌年の407年には､コンスタンナン三世がブリテン島で召集した軍隊を率いて南仏に到着す

るO コンスタンナン三世は直ちに騎馬戦術に長けたアラン人らを抜擢して親衛隊を組織 し､そ

の一方で､彼に賛同するアラン人らを招集して新たな部隊を創設するO新参部隊の兵員となっ

たアランの武人らは､別名オノリアンとも呼ばれた｡このオノリアン部隊には､南仏一帯にお

けるローマの権益を擁護し防衛する観点から､ピレネー山麓-一帯に所有地が与えられ､周辺の

要衝地の防備が任されたr-70409年には､ローマ-の服属を拒否したパンダル .アランの混成

集団が､大挙してピレネー越えを敢行し､スペインになだれ込むという事件が発生する｡その

際､この大集団がピレネー山麓の主たる峠道をさしたる支障もなく通過できたのは､かつての

同盟者及び同胞を思いやるオノリアンたちの配慮があったからだといわれている｡ところで､

ピレネー山麓のアラン谷 (Breched'AllanZ)周辺には､現在もオノリアン兵団の後商にあたる

アラン人たちが暮らしている｡

イベリア半島に到達したパンダル ･アランの混成集団の内､シリング部のパンダル人はバエ

テイカに､ハスデイング部のバングル人はスエヴイ族と共にガリシアにそれぞれかりそめの定

住地を確保する｡かたやアラン族は二手に分かれ､一方はルシタこア (現在のポルトガル北部

--管)に､他方は地中海に面したカルタへーナ周辺に一時の拠点を構える｡その間､パンダル

族とアラン族はオノリウス帝に使者を送り､両者ともローマに服属する意思があること､また

そのためには､彼らの側から人質を差し出すこともやぶさかではないことを伝える｡しかしな

がらこの申し山は受理されず､逆にローマ側の将軍コンスタンティウスは､南仏の西ゴート勢

力を先鋒隊に起用して､イベリア半島のバングル ･アラン集団の制圧に乗り出す｡掃討作戦は
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3年の月日に及び､シリング･バングル族を率いたフレドパルとルシタニアのアラン族を率い

たアブドクがローマ側に捕らえられる｡その後､フレドパルは放免され､アブドクは処刑され

た｡この事件後は､ローマ側に内通して難局を乗り切ったハスデイング部の頭領グンタリック

が､彼の地のパンダル人とアラン人らを統率することになる｡しかしながらこの事態に及んで

も､パンダル ･アラン集団と北方の西ゴート族との敵対関係は解消されなかった｡やがて南仏

でフランコ族との抗争に敗れた西ゴート族が大挙してイベリア半島になだれ込んで来ると､新

参者とパンダル ･アラン集団との対立の構図はさらに悪化の一途をたどる｡軍事的に圧倒的優

勢を誇る酉ゴート族を前にして､なす術を失ったバングル ･アランの混成集団は､彼らがピレ

ネー越えを敢行してから20年後の439年に再び民族移動を開始する｡このたびの民族移動では､

ハスデイング部出身のガイゼリックが集団を統率する｡8万人を数えたとされるこの集団が向

かった先は､北アフリカ沿岸部の中央部にあって､地中海を挟んでローマのほぼ対岸に位置す

る一帯であった｡かつてこの場所には､つとに商業国家として栄え､一時はローマ帝国とも覇

権を争うほどに力を鼓舞した､彼のカルタゴ帝国が都を置いていた｡やがて彼らは､この新天

地にパンダル ･アランの名を冠した王国を建設し､初代の王には時の統率者ガイゼリツクを迎

える｡その後この王朝は､約 1世紀に渡り彼の地に存続することとなる｡それを可能ならしめ

た一つの要因は､束ローマ帝国に仕えたアラン人たちにあった｡

4世紀の終蔦期にテオドシウス帝は､西方における政争に介入する目的で､コンスタンチノー

プルから軍隊を率いてローマに向かうO留守を任されたルフイヌスは､当時北方の国境にいた

フン族やアラン族を帝国軍隊に迎え入れ､帝都周辺の治安維持にあたらせる｡やがてフン族は

傭兵の職務を離脱してゆくことになるが､一方のアラン族は職務を全うして帝国内に踏みとど

まる｡421年のアルザネネの戦闘において､ペルシャ軍と戦って勝利の立役者となった東ロー

マ帝国の将軍アルダプリウスはアラン人であった｡439年に北アフリカにバングル ･アラン王

国が誕生すると､テオドシウス二世 (在位408-4050年)は､時の将軍アスバルにパンダル ･

アラン王国の攻略を命じる｡勅命を受けたアスバルは､艦隊を率いてパンダル ･アラン王国に

攻め入るが､結果は東ローマ軍の敗北に終わる｡戟後処理の一環として両者の間では条約が交

わされ､新生バングル ･アラン王国の延命措置が模索された｡テオドシウス二世も承認したこ

の条約を成立させたアスバル将軍は､前出のアルダプリウスの息子であった｡5世紀前半期に

は､約50年に渡ってアルダプリウス家のアラン人士らが､東ローマ帝国の政界ならびに軍事

部門において活躍する｡ところがアスバルの息子のパ トウリキウスに血筋として皇帝の座に就

く資格が与えられるようになると､それを心よしとしないローマ貴族は､アスバル家の取り潰

しを画策し､ついには一族もろとも殺害して葬り去るOこの事件は､その後の東ローマ帝国と

北アフリカのバングル ･アラン王国との外交関係にも影響を及ぼすことになる｡410年に西ゴー

ト勢力の略奪行為にさらされてローマが壊滅状態に陥って以降､西ローマ社会は斜陽の一途を

たどる｡かかる事態を憂慮した東方のローマ社会では､昔日のローマ帝国の再興を望む機運が

一段と高まる｡東ローマ帝国は､その機に乗じて軍事力を行使し､地中海世界の再編成に乗り

出す｡かかる覇権主義の御旗の下では､北アフリカのパンダル ･アラン王国も例外的には扱わ

れなかった｡533年､パンダル ･アラン王国は､フステイニアヌス帝が派遣した軍隊によって

潰されてしまう｡ここに至り､370年代以降､西方世界を1世紀以上に渡って坊程したアラン

人の民族移動の歴史にも終止符が打たれる｡
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3)アラン族と東方世界

アラン族が東方世界と直接に関係を持つようになるのは､13世紀の30年代後半期になって

からのことである｡モンゴル ･ウルスの二代皇帝オゴデイ (在位1229-1241年)は､父チン

ギスの遺志を継ぎ､版図拡大の一環としてカフカズ山系北麓一帯に暮らす諸民族の制圧に乗り

出す｡時同じくして､キプチヤタ族などを従えたバ トウ (チンギスの長子ジュチの息子)が東

ヨーロッパに侵攻したのは､モンゴル ･ウルスのかかる版図拡大路線に呼応して敢行されたも

のであったOカフカズ山系北麓一帯で展開された侵攻作戟には､グユク (後の3代皇帝走宗)､

モンケ (後の4代皇帝憲宗)､ポリ､カダーンらの軍勢が投入されたoこの軍事行動の最中に

アラン族と一戦を交えたのが､モンケ配下の軍勢であった｡アラン族は､モンケの率いる侵攻

軍と3カ月に及ぶ死闘を展開するが､仕舞いには軍勢に勝るモンケに軍配が上がる｡蛾烈を極

めた戦闘の最中にアランの武人たちが見せた猛々しい振る舞いは､指揮官モンケに強烈な印象

を与えたようである.モンケはカフカズを去るにあたり､アラン王ハン･フ一 ･ス- (杭忽思)

に対して､家臣団の中から一千人の武人を選びだして自ら率いる軍団に供出するように命じる｡

モンケの要求は履行された｡モンゴル軍団配下の初期のアラン騎馬千人隊はかかる経緯を経て

創設されたものであった｡当初この部隊の指揮はア一 ･タ一 ･チ- (阿答赤､杭忽恩の長子)

が担った｡モンケのモンゴル本土への帰還に際し､阿苔赤指揮下のアラン部隊も前者の軍勢に

従って東方へ移動する｡アラン王杭忽恩の一連の対応を評価して､後にモンゴル王室は､この

王に金符を下賜して応えている68.

13世紀の初頭にモンゴル軍と-戟を交えたカフカズ山麓北辺部のアラン人たちは､ギリシャ

正教会の精神文化の懐にあった｡その頃の彼らが､ギリシャ人の聖職者を迎え入れ､ギリシャ

文字を用いて自らの言語を記していた事実は､そのことを物語る69｡その一方で､当時のアラ

ン人は､スキタイ文化ならびにサルマタイ文化の流れを汲む騎馬文化特有のもの作りの技を連

綿として継承していた｡中でも彼らの金属加工技術は､他に類を見ない高度なものであった｡

彼らに継承された騎馬文化ゆかりの冶金術は､この民族の並外れた尚武の気質ともあいまって､

とりわけ軍装品の生産にその威力を発揮した｡アラン人が得意としたこの金属加工技術は､帝

国として発展の途上にあったモンゴル･ウルスにとっても必要不可欠なものであった｡前述の

アラン千人隊は､モンゴル本土に到着した後にモンゴル軍団の左翼陣営 (モンゴルの伝統では､

北を背にして右手を右翼､左手を左翼とする)に組み込まれ､中華本土の山東省一帯に送り込

まれる｡それは､当時この一帯が鉄鉱石の産出地であったこととも深く関係していた｡鎖惟子

の製作技術は､前述のアラン刀と共にアラン人の優れたものづくりの技を象徴するものの一つ

であるが､軽騎兵装備に適したアランの鎖帽子がローマ世界に登場するのは､ローマ軍団にア

ラン式の騎兵部隊が創設されることになる4世紀後半期以降のことである70｡一方､この系譜

の鎖椎子が東方へ伝播することになるのは､後漠期の漠軍の軍事行動に絡むものであった71｡

後漢期には､同王朝が軍隊を派遣して汗血馬の名で知られたフェルガーナの名馬の獲得に乗り

出す｡この軍事行動は､騨馬の獲得のみならず､馬の飼育に不可欠とされた首宿 (クローバー-

うまごやし)が人為的に束アジアの中華本土に移植される契機ともなった72｡ひるがえって､

13世紀の中葉にアヴィニョンの教皇庁の使者としてモンゴル本土に旅したルブルクの見聞録

にも､アラン人らのものづくりの技が高度なものであったことに言及したエピソードが記され

ている｡それによれば､ルブルクはモンゴル本土からの帰還に際し､カスピ海の西岸部を南進
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してヨーロッパに戻るが､彼はそのあたりで鎖椎子を纏ったモンゴル兵の一一団と遭遇する.彼

らの軍装備に興味を示したルブルクに対して､兵士の一人が､アラン人がもの作りの技に長け

た人々であること､また彼らが着用している鎖帽子はアラン人の武具職人が製作したものであ

るといったことなどを告げる73｡

さて漢土に送り込まれたアランの武人集団は､クビライ (世祖､在位1260-1294年)の登

場によって一躍活躍の場を得る｡クビライは華北一円を支配下におさめると､その勢いに乗じ

て物資の豊かな江南地方の併合に乗り出す｡南宋計略と呼ばれたこの侵攻作戦には､種々の西

域出自の騎馬民族が投入され､それぞれが先鋒隊を担って活躍するO元朝下で阿速と呼ばれた

アランの騎馬部隊もその一翼を担った｡アランの武将らは､持ち前の尚武気質を発揮して奮戦

し数々の軍功に輝 く｡クビライはアラン部隊の活躍を高く評価し､1272年には､皇帝自らの

命により､左右両翼からなるアラン近衛部隊が創設される74｡南宋計略が終了した後は､アラ

ン王家出自の武将らがハン･バーリク (硯北京)に召集されて帝都周辺の警護の一端を担い､

エリア家 (也烈抜都鬼)とその配下の軍勢は､治安維持を目的として楊州や杭州の周辺城にと

どめ置かれる｡これらのアラン部隊を率いた主たるアラン人士の面々が､前出の F元史氏族表

二』にそれぞれの家系図に基づいて紹介されている75｡

さて､教皇ニコラス四世 (在位1288-1292年)が特使として元朝に派遣したモンテ ･コル

ビノが来朝すると､アラン人はキリスト教徒としての好から､この聖職者を精神的薫陶者とし

て迎え入れる｡モンテ ･コルビノは､来朝以後34年に渡り､漢土におけるキリスト教の布教

に身を捧げて生涯を閉じるOこの聖職者が1328年にハン･バーリクで永眠すると､帝都周辺

では彼の後任人事をアヴィニョンの教皇庁に求める動きがアラン人士の間で活発に展開される｡

モンゴル王朝十四代皇帝 トゴン･テムル (順帝､在位1333-1370年)は､彼らの要望を汲み

入れ､1336年､フランシスコ修道会の僧侶アンドレアを団長とする総勢15名からなる使節団

をアヴィニョンに派遣する｡モンテ ･コルビノの後任人事に絡む要請活動の中心的役割を担っ

た人物らは､福走 (アラン王家五代頭首､元朝軍統合参謀長の一人)､香山 (7- ･ティ･ラ

イ .ツー家四代頭首､衛郡指揮使ならびにアラン左翼近衛部隊長の一一人)､者燕不花 (二エ ･

クラ家四代頭首､武官の人事や軍隊の訓練ならびに兵馬 ･軍装備 ･兵器の調達に関わる諸事を

司る兵部尚書及び財務を扱う大司農丞などの役職を兼務)といったアラン人士らの面々であっ

た76.彼らの存在は､元朝政府の軍事部門おいてアラン人が影響力を行使し得る要職に就いて

いたことを傍証するものであり､極めて注目される｡そもそも騎馬民族は､総じて新たな環境

に素早く順応する能力に長けていたことで知られる｡前出の東ローマ帝国におけるアルダプリ

ウス家ならびに元室に仕えて栄達の道を歩んだアラン人士らの事蹟は､騎馬民族のかかる高い

適応力を裏付ける典型的事例として注目される｡

ひるがえって､南宋計略が一段落すると､元朝政府は､南宋攻略に功績のあった西域及び中

央アジア出自の騎馬部族を長江一帯のデルタ地帯に配置し､彼の方面における元朝の権益の保

護及びその治安の維持にあたらせた｡和田清の研究によれば､長江デルタ地帯に配置されたこ

の防人軍団は､総勢14万人に上る規模のものであったとされる77｡この軍団の一翼を担ったア

ラン騎馬兵団を率いたのは､エリア･パー ･トウ･エル (也烈抜都見)を初代の家長とする血

筋の人々であった78｡守備隊としての彼らの任務は､長江南方の杭州及びその周辺地域の治安

維持を担当するものであった｡元朝治下の杭州は､元室の財政に豊かな潤いをもたらす最重要
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都市の一つであった｡かかる要衝地の防備には､元朝政府としても格別の配慮をもって臨まね

ばならなかったはずである｡アラン騎馬兵団が杭州及びその近隣地帯に守備隊として配置され

ていた事実は､彼らが元室と強い杵と信頼関係で結ばれていたことを養付けるものとして注目

される｡実際に元朝に仕えたアラン軍団は､崩壊寸前の元室にも見切りをつけることなく最後

まで忠誠を貫き通したことで知られる｡それ故に､撲夷思想が吹き荒れた元朝末期の混乱期に

は､反元勢力の恨みを買ったアラン人らが､華北でも江南の地でも殺害の標的とされた790元

朝が瓦解したことに伴い､13世紀の後半期以降およそ80年に渡り､元朝軍の守備隊として長

江のデルタ地帯及びその南方に連なる江南地方に駐屯した西域出自の騎馬部族も､やがては四

散消滅の運命を辿ることになる｡それはともかくとして､度重なる歴史の荒波に翻弄されなが

らも､アラン族がユーラシア大陸の西端と東端にまで雄飛して繰り広げた一大歴史絵巻は､世

界史上に特筆されてしかるべき価値を学んでいると見なされる｡

さて､かかる民族移動の歴史に彩られたアラン族の通過点となったユーラシア大陸の各地で

は､有翼獣と称される異色の装飾紋様が発見されている｡

この装飾意匠はアラン文化に由来するとされ､その特徴

は草食動物の背に二股に分岐した巽と思しき突起物があ

しらわれていることにある｡左に示した二様の有翼獣は､

二者とも､南仏出自の有翼獣 (前項の記紋を参照)と同

じく､アラン族ゆかりの装飾意匠である800両者は出所

先を異にし､前者は南ロシアで､後者はハンガリーで発

見されたものである｡紹介した二様の有異獣意匠にはそ

れぞれに個性が感じられるが､律動性の観点から見れば､

西方出自のものが動的描写に優れていることは歴然

としている｡それには､異郷の地で生き抜くことを

強いられた西方アラン人の生き様が反映されている

と考えられなくもない｡それはともかくとして､こ

のアラン族に特有のものであるとされる有翼獣意匠

には､明らかに冒頭に紹介した中世今帰仁の有翼飛走馬を連想させる特徴や趣が看取される｡

アラン族といえば､筆者は､先に今帰仁城跡出土の青花皿にあしらわれた十字紋の氏素性につ

いて論考した論文において､この十字紋が元朝に仕えて江南地方に駐屯したアラン騎馬兵団に

ゆかりの十字架紋であることを論証した経緯がある81｡問題の有翼飛走馬をあしらった白磁椀

が上述の青花皿と焼成年代を同じくするものであることを鑑みれば､この有翼飛走馬の存在は､

中世今帰仁勢力と元朝配下のアラン騎馬兵団の奇しき関係を立証する有力な物証になりうると

判断され､同時にそれは､歴史の荒波に翻弄されながらも､尚武の民として中世の東アジアに

その存在を知らしめたアラン族の足跡を偲ばせる比類なき装飾意匠でもあると判断される｡

さてこれまでの考察の結果､①食文化と関わる史料からは麦文化圏との関わり､②宗教及び

呪術と関わる史料からは､ギリシャ正教や騎馬遊牧民との関わり､③軍装備関連の史料からは､

モンゴル騎馬軍団との関係､④娯楽関連の史料からは､イラン文化との繋がり､(9有翼飛走馬

の装飾意匠については､アラン族の有翼獣意匠との繋がり､といったものが明らかになった｡

一体中世の東アジアにおいて､これらの文化的要素に彩られた民族集団といえば､元朝に仕え
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て江南地方に武勇を馳せた西域出自の色目系騎馬兵団以外には考えられない｡中でもこの防人

軍団の中核的存在であったキリスト教徒にして尚武の鏡と請われたアラン騎馬兵団の事蹟は､

考察した諸史料と不可分に関係する内容を学んでいる｡ところで r元史氏族表二182に登場す

る也速夢見､玉畦失､拝住といったアランの武人らは､彼の虎退治の武勇談で知られた也烈抜

都鬼の息子と孫にあたる人々である｡孫の拝住の代に至り､杭州近隣に配置された拝住配下の

アラン部隊が､張士誠や万国珍らの率いる反元勢力と対時して敗れ去る｡中国の王朝史を記し

た元史や明史には､敗残の徒となったアラン部隊のその後の消息や顛末を伝える記述は見当た

らない｡但し､元末 ･明初の混乱期の社会状況に言及した民間史料には､当時の江南人と外国

人系の人々との劣悪な関係に言及した次のような文言が見られる｡

丁鶴年同同人至正末万民梯漸丁鶴年来探忌色目人

鶴年長禍遷避無常居有句云行躍不異臭東徒83

上に引いた記述内容は､外国人を忌み嫌う万国珍勢力の台頭に戦いたイスラム教徒の丁鶴年な

る人物が､寄る辺を失って坊径を繰り返し､ついには斬江東端から東方の彼方へ逃げ延びていっ

たことを伝えるものである｡この逃走劇のあらましは､14世紀前半期の斬江東端地域の住民

の間に東方の海原に浮かぶ南西諸島に関する情報がある程度共有されていたことを知らしめる

ものであり､大変に興味深い｡彼の地から海原を隔てた東方域に位置する今帰仁には､古より

次のような伝承が語り継がれている｡

むかしシイナ城には絶世の美女がいたそうであるが､西がわ山の山頂に

若い武士があらわれ､夜ともなればいつも恋の歌をうたっていたそうで､

彼の女はこれに対して返し歌をうたい､いつしか二人は相愛の仲となって､

逢う瀬を楽しんでいたという｡ところが､伊豆味のアブ岳に住み､馬に

乗って出没する得体の知れない武士があらわれてからは､その美女と西側

の若い武士の姿は見えなくなったそうだ84｡

伝承に登場する ｢馬に乗って出没する得体の知れない武士｣といったものの存在には､元朝末

期に寄る辺を失って方々に散って行った色日系騎馬軍団を出自とする落人集団との関わりを想

起させる趣が漂う｡かたや F中山世話』が伝える琴安知像にも､日本古来の武士像とは一線を

画す､渡来系武人の風貌を連想させるものがあって面白い｡この史書には､撃安知が武芸絶倫

の人であったと記されている｡またこの人物の最後の振る舞いに言及した段においては､彼が

千代金丸を振りかざして霊石に十字を切刻したことや､自勿りして果てたことなどが記されてい

る85｡因みに自勿Uとは､鋭利な刃物で自らの頚動脈を切断して命を絶つことをいい､切腹とは

一線を画す自殺行為を指す｡さて史書は､琴安知が絶命した様子を上述の内容を持って伝える

のであるが､一方で､彼が何故にこの類まれなる名刀を所有していたのかについては､黙して

語らない｡周知の通り､元来沖縄には､鉄や金を豊かに産出する鉱山などというものは存在し

ない｡かかる土地柄に千代金丸ほどの名刀が存在した事実は､中世今帰仁勢力の氏素性を問う

観点からすれば､いやがうえにも注視されてしかるべき内容を学んでいると認識される｡それ

はともかくとして､これまでの考察の結果､中世今帰仁勢力ゆかりの出土史料及びその文物は､

元朝末期の江南地方で歴史の間に葬り去られたアラン騎馬兵団との繋がりを証左 ･傍証する色

合いに満ちていることが判明した｡かかる考察結果を基に演緯するならば､中世今帰仁勢力を

束ねた領袖琴安知は､元朝末期の混乱期に江南地方で消息を絶った拝住指揮下のアラン兵団を
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出自とする落人集団の後商にあたる人物であったと判断される｡またかかる脈絡に沿って千代

金丸の氏素性に言及すれば､それは､肇安知とその配下の中核軍団が､常々軍神として崇め奉っ

ていたアラン刀であったと解釈される｡ここに至り､かつて伊波が唱えた中世今帰仁勢力の朝

鮮半島起源説は退けられることになる｡かたやその一方の中華大陸起源説であるが､それにつ

いては､仮に伊波が中華系人との関わりを想定していたのだとすれば､それも否としなければ

ならない｡それはそれとして､出土史料にも事欠く時代に､言語学上の手掛かりだけを解明の

糸口にして今帰仁という地名の義を解きほぐした伊波の功績は､あらためて顕彰されなければ

ならないと認識される｡

おわりに

このたびの考察では､中世今帰仁勢力ゆかりの装身具類に言及することは差し控えた｡それ

は関係する史料が十分に整わなかったことによるものである｡それはともかくとして､今帰仁

城跡から出土している円環状イヤリング及び二股状かんざしの類は､西域出自としての雰囲気

を濃厚に醸し出す｡円環状イヤリングを例にあげれば､それは歴史上､つとにササーン朝ペル

シャの女性たちの間に流行りだしたのを契機として､その後はペルシャ女性の美意識を象徴す

るものとしてユーラシア各地に流布したものであるといわれている｡

また千代金丸の制作年代をめぐっては､さらなる検討が必要であると考えている｡その解明

に向けては､さしあたり千代金丸の鞘にあしらわれた特異な紋様の正体を明らかにすることが

先決であると認識される｡この紋様は､さほど注目を浴びることなく今日に至っているが､そ

れにも元土朝との繋がりを解きほぐす鍵が隠されていると推察される0

最後に､本稿で考証した中世今帰仁勢力とギリシャ正教との関わりは､我が国におけるキリ

スト教伝来史にも再考を促す要素を学んでいると認識される｡よって､今後その分野の研究に

おいても新たな展開と進展が期待される｡
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